
　3月25日（水）に、東京都にて日本スポーツ協会
が主催する『総合型地域スポーツクラブ登録・認
証制度令和7年度「部活動の地域展開タイプ」認証
クラブ認定証授与式』が開催され、NPO法人ふみ
の里スポーツクラブに認定証が授与されました。
　認定クラブは全国の総合型地域スポーツクラ
ブで10クラブとなっており、福岡県では唯一の
認定クラブとなり
ました。
　今後も部活動の
地域展開における
運営団体としてそ
の活躍が期待され
ます。

ふみの里スポーツクラブが全国初
の部活動地域展開認定クラブへ

　3月21日（土）に、九州国立博物館において「西
の都」フォーラムを開催しました。パネルディス
カッションでは、各市町の代表が地域の歴史的魅
力を語り、宇美町からは、シティプロモーション
課学芸員、宇美町歴史サポーター代表、地域コミュ
ニティ課職員が発表しました。また、各市町のブー
スも出展し、多くの人で賑わいました。

「西の都」フォーラム開催

原田小学校の稲田さん 宇美小学校の舩越さん 井野小学校の江藤さん

　3月中旬に町内の小・中学校で、それぞれ卒業
式が行われました。卒業生は保護者や地域の方
に見守られ、温かな祝福を受けながらたくさんの
思い出が詰まった学び舎を後にし、夢や希望を胸
に新たな一歩を踏み出しました。

　3月17日（火）に、宇美公園忠霊塔において、戦
没者芳名碑の除幕式が執り行われました。これ
は、戦後八十年の節目に建てたもので、石碑には
忠霊塔に眠る451人の戦没者のご芳名が刻まれ
ています。
　安川町長は、式辞の中で「戦争の記憶を風化さ
せることなく、恒久平和を学び続けるための大切
な礎となるよう、次の世代へつないでまいりま
す」と述べられました。

涙を流しながら呼名に返事する卒業生（宇美中）

除幕 忠霊塔

校長先生から卒業証書が手渡されました（宇美小）

小・中学校  卒業式

宇美公園忠霊塔戦没者芳名碑
除幕式が執り行われました

　3月10日（火）に宇美町役場 第1会議室にて「令
和8年自衛隊入隊予定者激励会」が行われました。
激励会では、宇美町自衛隊家族会の坂口会長や
自衛隊福岡地方協力本部福岡地区隊の渡辺隊長
からの祝辞をはじめ、防衛大臣、福岡県知事、
福岡ソフトバンクホークスの大津選手からの激
励メッセージが動画で放映されました。入隊予
定の皆さんからも、力強い抱負が述べられまし
た。
　町長からは、「私自身、これまで何度も失敗を繰
り返してきました。しかし、そのたびに立ち上が
り続けた結果、今があります。失敗を恐れる必要
はありません。何度転んでも、立ち上がればいい。
ぜひ、失敗を恐れずに挑戦し続けてください。」
と、エールが贈られました。

自衛隊入隊激励会

　「第17回 宇美町図書館を使った調べる学習コ
ンクール」へ応募された3,128点の作品から優秀
作品44点を全国大会へ推薦しました。全国大会
には12万点を超える作品の応募があり、奨励賞3
作品、佳作41作品を受賞しました。

第29回 「図書館を使った調べる学習コンクール」
（全国大会）結果

【奨励賞】
　稲

い な だ

田 悠
ゆうせい

惺（原田小学校1年）
　「ふぐはどうしてふくらむの？」
　舩

ふなこし

越 涼
りょうま

真（宇美小学校4年）
　「宇宙に行きたくなる宇宙図鑑」
　江

え と う

藤 将
しょうた

太（井野小学校6年）
　「捨てちゃう油が地球を救う使用済み油のリサイクル」
　※受賞当時の学校名、学年で掲載し
ています。

【佳　作】　41作品
結果は、図書館振興財団ホームページ
に掲載されています。

「調べる学習コンクール」
（全国大会）で奨励賞を受賞

　企業版ふるさと納税を活用して、ご寄附をいた
だいた企業様をご紹介します。
　いただきましたご寄附は、大切に活用させてい
ただきます。

【寄附をいただいた企業様】

企 業 名　株式会社 ネクステージ
所 在 地　�愛知県名古屋市中区栄4-1-1 

中日ビル 15階
寄附事業　�宇美町まち・ひと・しごと創生 

プロジェクト

企 業 名　株式会社 はなまる
所 在 地　�大阪府大阪市住之江区南港北

1-14-16  
大阪府咲洲庁舎40階

寄附事業　�学びの多様化学校 
（旧不登校特例校）プロジェクト

企 業 名　株式会社 サンコーマネージメント
所 在 地　�福岡県福岡市中央区黒門8-2
寄附事業　�うみまち防災プロジェクト

企業版ふるさと納税を活用して
ご寄附をいただきました！

　3月20日（金・祝）に、大野城跡と同じ時代に築
城された基肄城跡がある佐賀県基山町の名所を
巡るバスハイクを開催しました。当日は、基肄城
跡や観光スポットとしても有名な大興善寺など
を、基山町文化遺産ガイドボランティアの人から
解説していただき、参加者は晴天の中、基山町の
魅力を堪能されていました。

「西の都」連携事業 基山町文化財
バスハイク開催

認定証を受け取る南里理事長（右）

まちの魅力について発表する歴史サポーターの上野さん（右端） 基肄城跡を軽登山しました

入隊予定の皆さんのご活躍を期待しています

まちの話題

18広報 うみ  2026年4月号19 広報 うみ  2026年4月号

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題

ま
ち
か
ら
の
お
知
ら
せ

ま
ち
の
案
内
板

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

お
知
ら
せ

ま
ち
か
ら
の
お
知
ら
せ

ま
ち
の
案
内
板

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

お
知
ら
せ


